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               審   査   の   要   旨 
 
 
 本論文は、コロイド粒子の帯電特性、凝集分散挙動、凝集体強度について、ポリスチレン球粒
子と標準腐植物質を用いた実験ならびに理論解析を通して、新たな知見を提供している。特に、
疎水性相互作用が粒子表面の帯電状況に影響することを指摘した点、天然有機物である腐植物質
凝集体の強度をはじめて数値として示した点など、新規性の高い成果が得られている。本論文を
通して示された実測値と解析結果およびそこから導かれた知見は、環境コロイドの分散凝集やコ
ロイドを介した物質輸送機構の理解の深化に寄与するものであり、学術的に高く評価できる。 
 令和元年7月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認め
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
